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皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ご
家
族
お
揃
い
で
、
お
健
や
か
に
、
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

知
名
町
教
育
行
政
の
基
本
目
標
を
「
互
い
に
か

が
や
き　

ひ
び
き
合
い　

た
く
ま
し
く
生
き
る
人

間
づ
く
り
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
学
校
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
豊
か
な
心
の
育
成
、

健
康
・
体
力
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員

研
修
の
充
実
と
資
質
の
向
上
に
努
め
、
知
名
町
の

素
晴
ら
し
い
自
然
や
歴
史
・
文
化
等
を
生
か
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
各
学
校
の
教
育
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
知
名
小
学
校
（
児
童
数
１
９
４
名
）  

　

昨
年
十
月
に
地
区
研
究
公
開
を
行
い
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
読
解
力
向
上
に
向
け
た
授
業
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
発
表
す
る
力
が

つ
い
て
い
ま
す
。

②
住
吉
小
学
校
（
児
童
数
５
２
名
）　
　

　

表
現
力
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
算
数
の
授
業
充

実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
式
学
級
で
の
指

導
方
法
の
研
究
・
実
践
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③
田
皆
小
学
校
（
児
童
数
４
８
名
）

　

郷
土
愛
と
郷
土
へ
貢
献
す
る
気
持
ち
を
持
つ
た

め
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
田
皆
ヤ
ッ
コ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
運
動
会
で
は
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。

④
上
城
小
学
校
（
児
童
数
１
７
名
）

　

毎
朝
十
分
間
の
読
書
タ
イ
ム
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
火
曜
日
は
職
員
や
保
護
者
、
保
育
園
職
員
、

地
域
の
方
々
が
交
代
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。　

⑤
下
平
川
小
学
校
（
児
童
数
９
５
名
）

　

学
力
向
上
に
向
け
て
、
毎
月
一
回
家
庭
学
習
強

調
週
間
を
設
定
し
、
家
庭
学
習
時
間
の
確
保
に
努

め
、
振
り
返
り
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
家
庭
と
一
体

と
な
っ
た
取
組
を
し
て
い
ま
す
。　

⑥
知
名
中
学
校
（
生
徒
数
１
６
４
名
）

 

昨
年
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
部
活
動
単
位

で
地
域
こ
と
を
調
べ
、
下
平
川
棒
踊
り
や
瀬
利
覚
獅

子
舞
な
ど
の
伝
統
芸
能
も
文
化
祭
で
披
露
し
ま
し
た
。

⑦
田
皆
中
学
校
（
生
徒
数
６
２
名
）

　

生
徒
会
図
書
部
が
学
期
に
一
回
田
皆
小
学
校
に

出
向
き
、
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
よ
い
交
流
が
で

き
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
小
中
学
校
以
外
に
も
次
の
よ
う
な
活
動
が

見
ら
れ
ま
す
。

○
町
立
図
書
館
で
は
、
開
館
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
図
書
館
運
営
を
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

○
生
涯
学
習
課
で
は
、
文
化
ホ
ー
ル
10
周
年
を
記

念
し
て
10
の
記
念
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
残
す
と

こ
ろ
あ
と
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
の
２
つ
で
す
。
町
民
多
数
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
知
産
知
消
を
意
識
し
た

献
立
を
つ
く
り
，
お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
昨
年
は
、
二
年
連
続
で
県
の
準
優
良
施
設

の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
教
育
委
員
会
は
心
豊
か
で
、
健
康
で

た
く
ま
し
く
、
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
る
人
間

づ
く
り
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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修

謹 
賀 
新 
年

謹 
賀 
新 
年

旭
日
雙
光
章
を
受
賞

西　

善
太
郎
氏
が

　

西
善
太
郎
氏
が
11
月
１
日
付
で

旭
日
雙
光
章
を
受
章
さ
れ
、
12
月

３
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

西
氏
は
、
昭
和
23
年
４
月
か
ら

昭
和
32
年
３
月
ま
で
、
及
び
昭
和

38
年
１
月
か
ら
平
成
２
年
９
月
ま

で
の
間
、
消
防
団
員
と
し
て
36
年

９
か
月
の
豊
富
な
経
験
と
知
識
を

も
っ
て
、
消
防
団
の
育
成
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
火
災
そ
の
他

災
害
発
生
に
際
し
て
は
率
先
消
火

防
御
の
指
揮
に
当
た
り
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
行
動
力
と
指
導

力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
氏
が
副
団
長
時
代
に
発
生
し
た
、

「
沖
永
良
部
台
風
」
の
災
害
復
興
に

あ
た
っ
て
は
、
倒
壊
し
た
家
屋
や
倒

木
の
後
片
付
け
、
仮
設
住
宅
の
建
設

な
ど
１
か
月
以
上
も
の
間
、
家
業
も

顧
み
ず
率
先
し
て
災
害
復
旧
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
長
時
代
に
は
、
田
皆
字

で
の
火
災
に
お
い
て
、
各
分
団
長
に

対
し
適
切
な
判
断
の
も
と

に
指
揮
を
行
い
、
迅
速
な

水
利
確
保
・
消
火
活
動
を

展
開
し
、
隣
接
す
る
住
宅

及
び
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

や
公
民
館
等
へ
の
延
焼
を

防
ぎ
大
火
を
ま
ぬ
が
れ
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

た
こ
と
は
、
地
元
住
民
か

ら
迅
速
な
行
動
・
判
断
で

あ
っ
た
と
の
高
い
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

西
氏
は
、
分
団
育
成
及
び

防
災
防
火
思
想
の
普
及
、

自
主
防
災
組
織
や
婦
人
消

防
組
織
の
育
成
な
ど
、
消

防
職
務
遂
行
に
日
夜
努
力

さ
れ
消
防
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

議長あいさつは議会だよりに掲載されますので、割愛させていただきます。


